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葉山の魅力を高める実行委員会の今後は
政策財政部長
　里山整備事業として継続する



木古庭・上山口の活性化
問　地方創生交付金は元年度で終了するが。
部長　三浦半島魅力最大化プロジェクトの里山整備事業として継続していきたい。
問　既にある上山口の棚田の支援を。
町長　観光目的として、ともに協議したい。
問　生活者の不便解消施策は。
部長　高齢者の移動支援を目的に社会実験を行う研究会に参加し、研究中である。
世代を超えた交流
問　保育施設と高齢者施設の交流は。
部長　各保育園とも高齢者と交流している。
問　町立保育園で外国人との交流をし、英会話のバリアをなくす教育を試みてはいかがか。
町長　現場に伝え、状況と必要性を議論する。
問　年々空家が増えている。交流の場としての活用など、町として対策を考える時だと思うが空家対策推進事業の内容は。
部長　空家対策協議会委員の意見を聞き、マッチングに向けて福祉課と政策部が連携する。
ごみ行政
問　鎌倉、逗子、葉山のごみ処理実施計画素案ができたが、ごみ処理の将来展望は。
町長　三浦半島全体で考えたい。
問　当面は２市１町の処理になるが、収集方法は３者３様だ。いずれ統一するのか。
部長　収集方法は違っても、同じ精度のものを集める努力をすることになる。
問　２市は有料袋で収集をしているが本町は。
町長　葉山町は有料化しない。
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